
 

 

 

 

 

 

  

新年明けましておめでとうございます。 

本年もどうぞ、宜しくお願い致します。 

 早いもので、あわただしく２００９年も過ぎ、２０１０年に入りました。 昨年は、初めて

のことばかりでしたが、前住のご指導とご門徒の皆様のご協力により、円滑に法要等おこなう

ことができました。今年も精進怠ることなく、ご法縁を大事にしていきたく思います。 

ご法縁に与るといっても、その場は色々ございます。法要や法座やご年忌の時など様々です。 

門徒として、どのような気持ちで、その時を迎えたらいいのかと申しますと、その心得として、

「ご法縁の三つの心得」があります。 

 

⚫ 一つ目には、ご法縁は、 

「常に初事と思って迎える」ということです。慣れというのは、恐ろしいもので、大切さを失

ってしまうことがあります。常に初めての希有のご法縁だと思って下さい。 

⚫ 二つ目は、 

「われ一人ためと思って、迎える」ということです。お誘い合わせのお参りでも、このわたし

ひとりを目当てとし、仏さまのお慈悲が、はたらいて下さること忘れないで下さい。 

⚫ 三つ目は、 

「今生、最後と思って、迎える」ということです。明日がわからぬ身なればこそ、次もあると

は思わずに、「なんとかこのご法縁に間に合わせて頂いた」と思って、感謝の心で喜んで、ご法

縁に与って下さい。     

釋 芳英 
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